
　
　

 

日 曜日

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火

6 水

7 木

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火

13 水

14 木

15 金

16 土

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火

27 水

28 木

29 金

30 土

すみれ組お月見会

秋分の日

誕生会 　　弁当日
さくら・こすもす組登山

職場体験南中生(～29日)

古志スポリズム

誕生会

短大生保育実習(～27日)
　　　　　　　アルミ缶回収の週

合同リズム

身体測定
職場体験河南中生(～１５日)

避難訓練
すみれ組食事公開

さくら組親クラスレク
(古志スポーツセンター)

古志スポリズム

＜9月＞

行　　　　　　事

安全点検

さくら組川あそび

職場体験二中生(～8日)

役員会18時～

古志スポリズム

小1OB会

つぼみ組     みずき

     つくし組    ちさと

すみれ組   かいしん

    こすもす組   こうた

さくら組   ようた    りと

         おう     はるか
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koshi@h-himawari.net朝夕と涼しくなり、秋を感じる季節となりました。

今年の夏も水あそびが子どもたちをひとまわり大きく成長させてくれました。この夏でつけた力や自信を、こ

れから秋の活動につなげていきたいと思います。毎日のプールの準備、ありがとうございました。

①10月14日（土）は運動会を予定していま

す。雨天でも開催をします。用具係やトラッ

クの貸出など、ご協力よろしくお願いします。

②10月26日（木）さくら組親子登山を予定

しています。

③10月27日（金）れんげ組食事公開を予定

しています。

・9月から、永田澄美保育士が復帰をします。

つぼみ組に入りますので、よろしくお願いし

ます。

9月生まれの

お友だち

掲示板

子どもの育ちに信頼を寄せる親であるのか、

何から何まで自分が育てなければ育たないと

思って、信頼ではなく不信の心で子どもを見

つめ、それで子どもを育てているつもりにな

るのか。

その違いが大きいのです。心穏やかに、わ

が子を見守り、わが子の育つ力を信頼するこ

とができれば、子どもの中からやる気が衰え

ることになく、子どもは自分なりに育つもの

だと思います。

子どもの気持ちを理解しよう

と思いながらする努力こそ、子どもが悩み苦

しみを乗り越えて元気に育っていくのに欠か

ない、親の努力なのです。

～親と子の絆を深め合う道程～

広木 克行著より

親子で絵本を楽しもう
メディアに触れることがない保育園では、毎日のお話の時間を大切にしています。何度も繰り返し

読む中で前回とは違う発見があったり、大人も気付きにくい細かな所もよく見てくれています。是非、

ご家庭でも絵本に触れ、大人も一緒になって楽しい時間を過ごして欲しいと思います。

～絵本の魅力～
①感受性が豊かに

絵本の絵は子どもの目(視覚)を通して脳を刺激する。心が感動することで子どもの感受性が育つ。

②想像力を働かせる

一緒に読んでいくと頭の中で、次のストーリーを考えてわくわくする。自動に流れるテレビの映像

とは異なり、自分のペースでページをめくることができ、イメージをより大きく膨らませることがで

きる。

③語彙力が育つ

読む声とともに言葉や単語を覚える。文字の読み書きを覚えると、絵ではなく文字に関心がいって

しまう。絵を見ながら、大好きな人の言葉で物語を理解することが大切。

④コミュニケーション

みんなで一冊の絵本を共有することで、親子の絆が深まり、穏やかな気持ちになれる。

【0～1歳】

   楽しいコミュニケーション!

 単純な言葉の繰り返しが楽し

い時期。大人と目と目を合わせ、

関わり、共感することが何より

も大切。

【2～3歳】

簡単なストーリー!

話し言葉が飛躍的に成長し、

物語も理解し始める時期。

「次は何だろう」と期待し

ながら話の中に入り込む。

【3～4歳】

あそびにつながる!

 子どもたちの世界が広がり、

生活が豊かになる時期。友だち

との関わりやあそびも増えていく

ので、絵本からもあそびにつながる。

【1～2歳】

繰り返しの楽しさを!

素朴な内容でリズミカルな

言葉が繰り返されるものが好

き。子どもの表情や言葉、反

応を大切にし、やりとりを楽

しむ。

【5～6歳】

   優しさや勇気を伝えていくために! 

色々な文化に触れられるため、日本や世界の民話や昔話にも入り込む。ダイナミックな

冒険もの、主人公の生き方が心に深く残る作品。卒園をしていく年長児が

この先困難があった時、心の片隅に残って…力になれるように…。

絵本を通して、人の優しさや勇気について一緒に考える。

【4～5歳】

 ハラハラドキドキの世界!

想像力が広がる時期。

“恐いもの見たさの”

「次はどうなるんだろう…」

と感じる冒険的なストーリーが

大好き。

おたんじょうびおめでとう

参考書籍：チルチンびとｋｉｄｓ③「生きる底力を育む保育」より


